
(第125号)昭和 32年 10月 15、日発行

下
水
道
事
業
は
火
災
復
興
事

業
と
併
行
し
て
実
施
す
る
よ
う

計
画
さ
れ
、
去
る
四
月
に
事
業

の
認
可
を
受
け
、
本
年
度
か
ら

四
ヶ
年
計
画
で
行
わ
れ
る
こ

と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
真
成
寺
町
、
神
明
町

金
屋
町
の
防
火
帯
は
現
在
年
内

に
完
成
を
め
ざ
し
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
防
火

帯
地
域
に
ま
ず
下
水
道
管
を
布

設
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ

ど
防
火
帯
浄
化
槽
汚
水
管
布
設

工
事
は
二
百
七
十
余
万
円
、
浄
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P
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こ
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服
し、

昭
和
三

十
二
年
中
の
数
多
く
の
事
業
を

円
滑
に
推
進
さ
せ
る
第

一
の
要

素
は
何
と
い
っ
て
も
自
主
財
源

で
あ
る
皆
さ
ん
方
の
税
金
を
一

0
0
%納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

現
在
の
滞
納
税
金
を
こ
の
ま

ま
放
置
し
た
場
合
に
、
財
政
的

な
破
紋
が
必
ず
や
っ
て
き
ま
す

の
で
、
こ
の
状
態
を
未
然
に
防

ぐ
と
と
も
に
納
税
者
各
位

の
積

極
的
な
協
力
体
形
を
つ
く
り
、

さ
し
迫
っ
た
昭
和
三
十
二
年
度

を
切
り
ぬ
け
る
た
め
、
滞
納
者

に
対
し
て
財
産
の
差
抑
え
等
の
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強
制
手
段
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

い
事
態
に
当
面
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
滞

納
者
各
位
の
中
に
は
「
う
っ
か

り
し
て
忘
れ
て
い
る
方
」
や
「

や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
方

」
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
こ
れ
ら
の
方
の
た
め
に
財
産

を
差
押
え
る
前
に
ム
こ
度
懇
談

し
た
上
で
執
行
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
十
月
中
旬
頃
か
ら
翌
年

五
月
ま
で
の
問
、
地
区
毎
に
期

間
を
定
め
、
皆
さ
ん
の
手
元
へ

通
知
状
を
発
送
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
万
一
、

右
の

通
知
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
は

誠
意
が
な
い
も
の
と
み
な
し
、

差
押
え
を
執
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
ず
か
ら
御
承
知
下
さ
い
。

市
の
税
務
職
員
も
滞
納
者
の

皆
さ
ん
も
同
じ
権
利
、

義
務
を

有
す
る
市
民
で
あ
り
、
中
に
は

親
交
の
人
も
あ
る
と
思
い
ま
す

お
た
が
い
に
義
務
を
果
せ
ば
当

然
解
消
さ
れ
る
こ
ん
な
事
態
は
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H
九
月

H

の
方
が
か
わ
っ
て
申
告
し
て
も

結
構
で
す
。
ま
た
市
内
聞
で
住

所
を
移
動
し
た
方
は
、
そ
の
移

動
先
で
か
な
ら
ず
申
告
し
て
下

さ
い
。
申
告
者
は
最
寄
り
の
出

張
所
ま
た
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会

(
市
役
所
市
民
課
)
へ
提

出
願
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
載
す
る
方
は

本
年
十
二
月
二
十
日
で
満
二
十

才
以
上
の
方
(
昭
和
十
二
年
十

二
月
二
十
一

日
以
前
に
生
れ
た

者
)
で
、
本
年
六
月
十
六
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方
で
す
。

名
簿
の
縦
覧
期
間

+
一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま

で
で
、
こ

の
期
間
中
に
自
分

の
名
前
が
載
っ
て
い
る
か
確

か
め
、
も
し
脱
漏
や
誤
載
が

あ
っ
た
場
合
は
、
文
書
で
異

議
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

選

申苧
a:.~、

足差
す還
::L旦.

云委
しり
た
か

H
十
一
月
五
日
か
ら
名
簿
縦
覧
リ

前
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
今
年
の
十
二

月
二
十

日
か
ら
、
明
年
十
二
月
十
九
日

ま
で
の
聞
に
行
わ
れ
る
選
挙
に

用
い
る
基
本
選
挙
人
名
簿
が
現

在
調
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

申
告
書
を
出
し
て
お
ら
れ
な
い

方
は
、至
急
提
出
し
て
下
さ
い
。

と
く
に
昨
年
の
大
火
で
躍
災
し

た
方
で
、
他
の
市
町
村
に
一
時

避
難
し
て
お
ら
れ
る
方
の
選
挙

権
は
原
則
的
に
は
当
市
に
あ
り

ま
ず
か
ら
、
た
と
え
本
人
で
な

く
て
も
親
せ
き
や
、
知
り
合
い

件
(
魚
津
市
経
団
地
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線
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道
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学
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改
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工
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請
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五
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U

O
予
算
外
義
務
負
担
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の

一

得
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魚
津
市
数
育
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会
の
委
員

件
(
防
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建
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帯
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建
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O
寄
附

受
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の
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金
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号
J
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の
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条
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す
る
条
例
設
定
の
一-

一

-

一…
と
こ
ろ
西
部
中
学
校

一
優
秀
作
品
に
は
、

市
長
賞
、

一

L
L
I

一

一

千

二

部

門

洋
画、

光
画、

書

一
会
長
賞
、
新
聞
社
賞
が
出
る
一

4

0
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す

一…
工

司

1噂

i
i
i臨

3
一

応

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

一一

睡

酷

盟

じ

顧

問

幽

貯

輪

開

院

密

輸

一

条
例
設
定
の
件

二

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1J

e
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1

ご

道
、
華
道
、
工
芸
高
、

一
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
一

O
魚
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長

一一

中

、

小

学
校
作
品
、
科
一
ふ
る
っ
て
出
品
下
さ
い
。

一

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

τ

一
主
催
魚
津
市
芸
術
協
会

一

一
部
を
改
正
す
る
条
例
設
定
戸

学

作

品

一

後

援

魚
津
市
教
育
委
員
会

一

ご

特

別

作

品

一

中

部

日

本

新

聞

社

一

に
つ
い
て

一，
E
h
i
z
t
tzi
t
tz
it
ti
z--tz
it
!:
i

!
、、、i

!
、、、、

O
職
員
団
体
の
行
う
交
渉
に
関

一

会
の
委
員
の
定
数
条
例
設
定

一

工

事

だ

よ

り

す
る
条
例
設
定
の
件

一

の
専
決
報
告

.

一
(工
事
名
、
請
負
金
額、

請
負

O
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る

一
O
魚
津
市
農
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農
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順
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条
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部
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委
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工
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一

北
陸
配
管
工
業
株
式
会
社

風
照

一
分

校

一

二
十

一
0
0
浄
化
槽
築
造
工
事

U
U

関
村
州
制
品
じ
し
u
u
h

昭
和
三
十
二
年
度
簡
易
水
道

-民
は
衛
生
的
な
水
に
恵
ま
れ
喜

一

一
、
六
六

O
、
0
0
0円
一時
間
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

事
業
と
し
て
、
認
可
さ
れ
八
月
一
ば
れ
て
い
ま
す
。

一

株
式
会
社
浦
田
組

一
た
だ
し
坪
野
分
校
下
は
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

未
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
い
え

j
t
i
n
t
-
-
i
H
H
H
U
H
-
h
i
l
t
H
1
i
H
1
f
l
t
i
l

云
う
ま
で
も
な
く
そ
の
目
的
は

一
い
私
達
の
子
供
や
兄
弟
姉
妹
が

一

り
、
追
い
越
し
に
際
し
て
は

し
た
東
液
簡
易
水
道
事
業
は、

一

一

工
事
が
完
了
し、

去
る
九
月
二

『
交
通
に
対
す
る
一
般
の
認

一
毎
日
(
交
通
事
故
に
よ
っ
て

一

そ
の
安
全
を
確
め
、

歩
行
者

十
七
日
山
女
分
校
で
県
知
事
代

識

を

た

か

め

、
交
通
上
の
よ
い

一
死
亡
し
た
り
、
あ
る
い
は
傷
つ
一

に
対
し
て
は
充
分
な
注
意
を

理
市
長
、
市
議
会
議
長
、
来
賓

習
慣
を
つ
く
り
、
安
全
な
交
通

一
い
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

一

し
信
号
、
標
識
の
確
認
と
こ

多
数
出
席
し
盛
大
に
竣
功

式

が

を

行

い

、

そ

し

て

交
通
の
安
全一

す
。

一

れ
が
指
示
仁
従
う
こ
と
。

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

と
円
滑
を
図
る
』
こ
と
に
あ
り

一

皆
さ
ん
こ
の
交
通
事
故
の
あ

一
切
自
動
車
は
完
全
に
整
備
し
て

こ
の
簡
易
水
道
の

給

水

戸

数

皆

様
の
協
力
な
く
て
は
到
底
事一

り
さ
ま
や
実
態
を
よ
く
見
き
わ

一

運
転
に
当
る
こ

と
。

に
八
二
戸
で
こ
れ
に
よ
り

部

落

故

を

防

止
す
る
こ
と
は
で
き
な

一
め
進
ん
で
御
協
力
を
願
い
た
い
一
則
踏
切
で
は
必
ず
安
全
を
確
め

い
の
で
す
。
例
年
行
わ
れ
る
の

一
の
で
あ
り
ま
す
。
運
動
の
重
点

一
て
か
ら
通
過
す
る
こ

と
。

で
軽
く
考
え
が
ち
か
と
思
わ
れ

一
推
進
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す

一
的
自
転
車
は
正
し
く
一
列
に
通

る
の
で
す
が
、
本
年
度
の
富
山

一

ω人
は
右
、
車
は
左
の
対
面
交一

路
の
左
側
を
通
行
す
る
こ
と

県
内
の
交
通
事
故
は
既
に
九
百

一

通
を
必
ず
守
る
こ

と
。

一
側
道
路
に
自
転
車
、
リ
ヤ

カ
ー

五
十
件
を
数
え
、
昨
年
度
に
比

一

ω十
字
路
や
交
さ
点
等
で
は
左

一

あ
る
い
は
商
品
を
置
き
放
し

べ
る
と
実
に
七
割
六
分
と
云
う

一

右
の
安
全
を
確
め
た
上
で
正

一

に
せ
ず
広
い
通
り
や
す
い
道

驚
く
べ
き
増
加
率
を
示
し
、
全

一

し
い
横
断
を
す
る
こ

と
。

一

路

と
す
る
こ
と
。

国
一

と
云
う
誠
に
有
難
く
な
い

一

ω幼
雅
園
や
小
中
学
校
の
幼
児
一
以
上
の
八
項
目
を
重
点
と
し
て

汚
名
を
い
た
だ
い
て
い
る
始
末

一

学
童
の
通
行
を
見
守
り
導
い
一
行
わ
れ
る
わ
け
で
お
互
に
こ
れ
守

で
す
。

し
た
が
っ
て
こ
の
増
加

一

て
や
る
こ

と
。

一

だ

け

は

守

り

、
交
通
事
故
は
絶
一

に
比
例
し
て
死
者
や
負
傷
者
が

一
凶
運
転
者
の
守
る
べ
き
こ
と
と

一
対
に
お
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
一

増
え
て

い
る
訳
で
ま
こ
と
に
悲

一

し
て
安
全
運
転
を
行
う
こ
と
一
ょ
う
。

一

惨
な
実
情
で
あ
り
ま
す
。
可
愛

一

即

ち

安

全

な

速

度

を

先

づ

守

一

狩
獄
は
許
可
を
受
け
て
か
ら

ニ

十

固

ま

で

に

申

込

み

狩
猟
の
免
許
申
請
に
つ
い
て

は
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

無
免
許
で
狩
猟
す
る
も
の
が
あ

り
、
特
に
空
気
銃
の
所
持
者
に

多
く
、
免
許
を
受
け
た
方
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
か

ら
狩
猟
す
る
場
合
に
は
必
ず
手

続
を
と
り
免
許
を
受
け
て
下
さ

い
。
こ
と
し
も
十
一
月
一
日
か

ら
解
禁
に
な
り
ま
す
が
、

免
許

蓄
を
解
禁
日
に
間
に
あ
わ
せ
る

た
め
十
月
二
十
日
で
第
一
回
分

を
打
切
る
予
定
で
す
か
ら
申
込

み
を
早
く
し
て
下
さ
い
。

な
お
空
気
銃
の
所
持
許
可
の
一

来
る
+
月
二
士
百
か
ら
三

こ
と
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て

一
十
一
固
ま
で
の
+
日
間
全
国
一

は
瞥
察
か
市
農
林
課
に
御
照
会

一斉
に
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行

下
さ
い。

一
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

月
刈
日
を
で
生
れ
た
者

(
一
回
だ
け
皮
下
に
注
射

す
る
〉

二、

費
用

一
人
一
回
ご
と
に
三
十
円
徴

収
し
ま
ず
か
ら
住
射
日
に
必

ず
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

三、

そ
の
他

川
か
ら
だ
の
思
い
者
は
必
ず

申
し
出
て
診
察
を
受
け
る

こ
と
。

同
注
射
を
受
け
る
と
き
は
校

下
別
に
や
ら
な
く
て
も
近

い
と
こ
ろ
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

(
受
付
に
連
絡
の
こ
と
)
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新
生
活
運
動
は
地
域
で
そ
れ

ぞ
れ
の
形
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
今
度
道
下
公
民
館
、
道
下

婦
人
会
、
青
年
団
が
主
体
と
な

っ
て
結
婚
の
簡
素
化
に
つ
と
め

よ
う
と
花
嫁
衣
装
を
寄
附
に
よ

っ
て
新
調
し
た
の
で
、
こ
の
機

会
に
「
公
民
館
結
婚
式
」
を
推

奨
し
よ
う
と
去
る
十
三
日
多
数

の
地
元
参
観
者
を
得
て
ほ
ん
も

の
そ

っ
く
り
の
式
が
、
道
下
公

民
舘
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
結
婚
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
見
ま
す
と
、

童
女
の
先
導
で

新
郎
新
婦
が
入
場
し、

開
式
の

こ
と
ば
に
つ
づ
き
仲
人
か
ら
新

郎
新
婦
と
親
族

の
紹
介
が
あ

り
、
神
主
に
よ
り
修
抜
を
す
ま

し
、
こ
こ
で
三
三
九
度
の
盃
を

重
ね
、
新
郎
新
婦
に
よ
っ
て

「

普
い
」
が
、

私
た
ち
は
こ
こ
に
脊
し
き
因

ね
ん
に
よ
り
結
婚
式
を
あ
げ

報広

道
下
公
民
舘
で
模
擬
結
婚
式

のそ 約 す がが中に次 と
大 の 三が終交を ょ に読替 の たの ま た 会 し 悟 新 の る
酒あ十 、る さ親るレみ い 一つ門す い にてをし上こ
宴 と分時 わ れ戚神コあ し 端て出 。と 買国新 いは と
を従で間け 、の 楽 l げまを覚に人思!歌家た家おfこ
な 来 、はで式盃 の ド 、す お 悟 あ生い し 社に庭互な

をにり
い愛ま
と し し
な 合た
みい 。
覚 、こ

てれ く
こる し
人 こた
のと披
人に 跨
生 な宴
の りが
門ま附
出す 紫
を。に

祝 そ行
出 し わ

市

消
防
本
部
か
ら
お
願
い

火

気

に

充

分

注

意

を

秋
風
も
身
に
し
み
る
よ
う
に

な
り
、
暖
房
に
し
た
し
む
火
災

の
季
節
が
お
と
づ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

消
防
本
部
と
し
て
は
万

一
に

ー

:
備
え
、
厳
重
な
瞥
戒
と
細
心
の

倉
山
一

注
意
を
払
つ
て
は
お
り
ま
す

一
が
、
市
内
は
復
興
事
業
で
道
路

一
の
真
中
に
家
が
建
っ
た
り
、
用

一
水
路
の
新
設
、
道
路
の
拡
張
等

7
一
で
全
然
自
動
車
の
通
行
で
き
な

パ
一

い
道
路
が
相
当
あ
り
ま
す
。
中

斉

一
で
も
村
木
小
学
校
附
近
、
金
屋

日
一

町
裏
通
り
、
鵬
川
町
、
沖
田
区

日

一
等
は
ひ
ど
い
よ
う
で
、
万

一
こ

号
一

の
方
面
に
火
災
が
発
生
し
ま
す

O
J一
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

汀
一

家
屋
建
築
工
事
は
冬
期
を
間

企

一
近
に
控
え
、
ま
た
市
の
復
興
計

包

一
回
遂
行
の
上
か
ら
い
っ
て
も
こ

和
一

れ
を
中
止
す
る
と
い
う
訳
に
も

百
一
行
か
な
い
と
こ
ろ
に
消
防
と
し

l
一
て
も
最
大
の
悩
み
が
あ
る
わ
け

一
で
す
。
消
防
は
常
に
旧
市
内
な

う
一

ら
三
分
以
内
に
現
場
に
到
着
す

S
J一
る
だ
け
の
自
信
を
も
っ
て
お
り

♂
一

ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
場
所
で

存

一
す
と
現
場

へ
着
い
て
か
ら
水
を

仁

一
出
す
ま
で
に
相
当
の
時
間
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

津

こ
れ
は
消
防
が
惑
い

わ
け
で

は
な
く
周
囲
の
事
情
が
こ
う
な

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

点
と
く
に
御
諒
承
願
い
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
次

の
各
頂
に
御
注
意
と
御
協
力
を

昨
秋
の
大
火
は
ど
う
し
て
あ

の
よ
う
な
大
火
に
な
っ
た
か
と

い
う
最
大
の
原
因
は
、
火
災
通

報
の
遅
延
で
あ
っ
た
こ
と
は
ご

存
じ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

農
村
地
帯
や
山
岳
地
帯
な
ら
別

と
し
て
、
通
信
機
関
の
発
達
し

て
い
る
魚
津
地
区
で
火
災
発
生

か
ら
消
防
署
ま
で
の
通
報
に
約

十
五
分
を
要
し
て
い
る

こ
と
は

誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
去
る
二
日
の
K
会

社
の
出
火
も
同
じ
く
、
十
分
ぐ

ら
い
電
話
通
報
を
失
し
て
お
り

も
う
五
分
通
報
が
早
け
れ
ば
被

害
も
半
減
し
て
い
た
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大

い
に
反
省
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

火
元
の
方
は、

周
章
狼
敗
、

そ
れ
こ
そ
何
を
し
て
い
い

の
や

ら
失
神
状
態
に
あ
る
の
は
普
通

で
す
が
、
そ
の
火
を
発
見
し
た

人
や
、
近
隣
の
人
々
が
何
故
消

お
願
い
た
し
ま
す
。

一
、
火
事
を
出
さ
な
い
こ
と
。

各
町
内
毎
に
夜
瞥
を
励
行
し

末
然
防
止
に
努
め
て
下
さ

い

こ
、
道
路
に
建
築
資
材
や
そ
の

他
の
物
件
を
お
か
な
い
こ
と

三
、
火
が
出
た
ら
小
細
工
を
や

め
て
直
ち
に
消
防
署
へ

『
火

事
だ
、
消
防
署
』
と
い
っ
て

電
話
通
知
し
て
下
さ
い
。

E
FS
i
t
-
-h
h

・・E
F
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t
i
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凪
M
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I
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i
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-F
b『

防
署
へ
連
絡
し
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
弥
次
馬
の
多
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

K
会
社
の

出
火
の
際
も
消
防
署
の
自
動
車

二
台
は
通
報
受
理
後

二
分
以
内

に
現
場
に
到
着
し
て
い
る
・
:。

と
こ
ろ
が
先
着
の
車
が
最
初

に
聞
い
た
言
葉
は
何
で
あ
っ
た

火
災
通
報
に

か
。
「
馬
鹿
野
郎
今
頃
何
し
て

い
た
の
か
:
:
:
」
と
い
う
言
葉

で
あ
り、

如
何
に
上
手
に
や
っ

て
い
て
も
小
言
を
云
わ
れ
る
の

が
消
防
の
常
で
あ
り
ま
す
。

命
が
け
で
現
場
に
馳
せ
つ
け

た
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
涙
が
こ

ぼ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

こ
の
際
、
消
防
署
の
実
態
を

秋
季
家
畜
健
康

上
は
三
三

検
査
日
割
表

九
度
の
盃
を
か
わ
す

一-
十
月
十
四
日
経
田

三
ア
戸

の
新

郎

新

婦

。

十

五
日

加

積

と
下
は
式
場
)

一
。

十

九

日

上

中

島

-
O

二
六
日
上
野
方

1
1
1
1
1
4』
町

1
地

U
1
t

一
。
一
一
九
日
松
倉

十
一
月
一
日
西
布
施

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
点
か
ら
し
て
も
消
防
署
の
使
命

一

1

0

四
日

天
神

ま
す
。

は
、
こ
の
十
分
か
ら
二
十
分
の
一

!
?

五

日

道

下

現
在
消
防
署
に
は
三
台
の
自
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り

六
日
下
中
島

動
車
が
あ
り
、
市
内
の
火
災
に
火
災
通
報
が
如
何
に
大
き
な
意

一
。

へ

日

守

貝

は
逸
早
く
二
台
が
出
動
し
、
他
味
が
あ
る
か
が
わ
か
竹
て
い
た

一
。

十

「

日

刊

町

方

の一

台
は
非
番
員
が
上
暑
の
上

だ

け
た
と
思
い
ま
す

|

I

l

l

i

-

-

-

-

-

-

出
動
す
る
(
七
八
分
遅
れ

る

が

火

災

の
場
合
に
、
電
話
で
「

一

県
内
小
、
中
学
校

こ
れ
は
定
員
が
少
い
か
ら
や
む
火
事
だ
消
防
署
」

と
い
っ
て
も

一

科

学

展

の

入

賞

者

を
得
な
い
)
こ
と
に
な
っ
て

い

ら
っ
て
も
よ
し、

ま
た
「
火
事

一一

富
山
県
小
中
学
校
児
童
生
徒

だ
。
火
災
専
用
電
話
」

と
云
わ

一一
の
科
学
作
品
展
覧
会
に
魚
津
市

れ
て
も
よ
い
。
電
話
を
か
け
て
一一
通
ら
予
選
会
で
選
ば
れ
た
十
点

下
さ
れ
ば
電
話
局
は
必
ず
火
災

一
ヵ

一
が
出
品
じ
ま
じ
た
が
、
次
の
よ

専
用
電
話

(
番
号
が
な
い
)
で

一一う
に
全
員
入
賞
の
す
ば
ら
し
い

消
防
署
へ
継
い
で
く
れ
る
こ
と

一

ー

一成
績
を
収
め
ま
し
た
口

に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、

御
了

一一
O
優
良
質

知
下
さ
っ
て
市
民
の
皆
様
の
御

一一

「
か
た
つ
む
り
の
研
究
」

上

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

一一

野
方
小
、
五
年
竹
本
芳
弘

す
。

一一

三
年
浦
本
百
合
子
、
一

年

し
か
し
火
災
専
用
電
話
を
利

一

浦
本
実

用
さ
れ
た
際
に
、
も
し
話
中
で

一

「
天
然
染
料
の
研
究
」
大
町

あ
っ
た
ら
そ
の
火
災
通
報
は
誰

一

小
、
六
年
沢
田
久
枝
、
。

か
が
先
に
通
報
済
で
す
か
ら
、

一

橋
本
民
子

後
の
通
報
は
い
り
ま
せ
ん
。

一

「
植
物
標
本
」
大
町
小
、
六

し
ま
す
。
こ
の
所
要
時
聞
は
約

二
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
新
調
さ
れ
た
花
嫁
衣
装

は

(
和
服
〉
一
式
は
次
の
方
法

で
希
望
申
込
順
に
よ
り
有
料
で

貸
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

O

L
道
下
地
区
民
で
公
民
館
で
結

婚
式
を
挙
げ
る
場
合

二、

0
0
0円

2.
道
下
地
区
民
で
家
庭
で
結
婚

式
を
挙
げ
る
場
合

三
、

0
0
0円

-
道
下
地
区
民
で
地
区
外
で
結

婚
式
を
拳
げ
る
場
合

三、

0
0
0円

4
.道
下
地
区
以
外
で
公
民
館
で

結
婚
式
を
挙
げ
る
場
合

三
、

0
0
0円

貸
出
期
間
は
二
日
以
内
で
す
。

ま
た
公
民
館
で
式
や
披
露
宴

を
挙
げ
る
場
合
は
別
に
定
め
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
道
下
公
民

舘
又
は
婦
人
会
長
に
お
た
ず
ね

下
さ
い
。つ

い
て

魚
津
市
消
防
署
長

ま
す
。
そ
れ
で
皆
さ
ん
か
ら
火

災
通
報
が
あ
っ

て
か
ら
旧
市
内

な
ら
大
体
三
分
以
内
に
現
場
に

到
着
で
き
ま
す
。

一
方
消
防
団
の
自
動
車
は
常

勤
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
消
防

署
の
自
動
車
が
出
動
し
て
か
ら

十
分
な
い
し

二
十
分
位
遅
れ
て

出
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
こ
の

も 人っそこ駄のと の旨新会るい :
なやてれ と な中 、よ でに生をい 六 ;新 生 活 運 動;
ら こもをが こ に わ くあ よ 活つ住
な 人どな多とはれ考りり運くよ合

ーそ な て 困か結 いいよい のうお い や 、わ えま出動ろい理つ駄理に
面こ い い つ け局ゃ な く問考 しその 間本れて す 発 は う 家 的 た や や 流 国
がにでる た 白人めがな題えてうで違当 の 見 。し そと 庭、も 、、れ 民
あ 人しの 生分にら らい が でも とす つに生ま た の い 、民 の 不因 ての
る間 ょ が活ももれ 、こあは ー 思が た 無活 す も趣う社主を道習 い 生
の の う現を苦迷 な っとつ ど 的取徳やる活
で弱か状続 し 惑いい と てう 金士.，.~::u..重生 ，''''・ ，/ 'J  'J  'J  ，/ で りと、 不 の× 告書 Eを~rヨI量量 1.- X X X X X 
あ い 。で け いを で つ思 、 に~ 11'ロ~'百匂λ苦言 1ふ八〈〈〈〈×明除 い 無合中

??Rヌ2EZ22tそし XXお互の協力で三号自営喜そ2
0 こ の 費ば人 の 自二で て ・ー な 趨高が のす

と 幸を 、のだ 覚 人し あ し へ郎 す もはもさお 山と れらで い さ中
が福極家将 とし は よ げ 、の 新こ な 大つ れ げ県 、る越しも け で
真 の 力族来忠 、将うる幸門婦とく金とまさ の 全と中 よ のばも
のたき も の い よ 来かこ福出 の で、をもすな嫁 国 こかう は れ苧

めり 友幸 まろ を。 とと を新も 大費大。 こ入的ろら 仇
愛につ 人 福 す こ 哲 そ が健祝た な 酒す切結と仕にか」「結そ卓
情 貯めもを。びいう本 康 い なく宴こな婚が度見らと線婚 の く
でえ 、む 思 本 を 、し 当を励人 、を と こ 式 推 が て 見 い を 改 必 か
して 明だう当感責 て で 祈 ま生新催でとに察お 宮 る わ も善要ら

(
教
育
委
員
会
)

(
写
真

れ
こ
れ
が
サ

イ
レ

1
ヂ
に
仕
上
を
厚
さ
五
寸
か
ら

一
尺
程
度
ご

っ
て
飼
料
価
値
は
大
麦
の
四
五

と
に
よ
く
踏
み
こ
み
ま
す
。

と

貫

(
一
石
五
斗
)
に
相
当
し
甘

く
に
空
気
を
お
し
だ
す
た
め
す

藷
六
百
貫
、
魅
百
二
十
貫
で
は
み
ず
み
を
よ
く
ふ
み
、

一
ば
い

大
麦
の
九
石
に
匹
敵
し
ま
す
。

に

な
っ
た
ら
廷
、
切
り
わ
ら
、

材
料
を
取
扱
う
と
き
に
は
甘

こ
J
m

等
を
か
ぶ
せ
て
空
気
を
遮

諸
に
土
や
砂
が
入
ら
な
い
よ
う

断

し
て
乳
酸
限
酵
を
さ
せ
る
も

水
洗
し、

次
に
削
砕
器
で
豆
粒

の
で
あ
り
ま
す
。

位
に
削
砕
し
ま
す
。

(
一
時
間
更
に
抑
ふ
た
、
重
石
な
ど
を

し
ま
す
と
、
五
、
六
十
日
で
仕

上
り
ま
す
。

イ
ロ
に
つ

ρ
て

こ
れ
を
家
畜
に
与
え
る
と
き

i
l

、

、
司
、

は
一
日
給
与
料
の
二
割
な
い
し

に
二

O
O貫
位
削
ら
れ
ま
す
)
-
=
一
割
を
与
え
、
鶏
に
は
こ
れ
に

そ
れ
を
直
接
食
べ
さ
せ
る
の
で
魚
く
ず
を
一
割
程
度
加
え
ま
す

す
か
ら
金
く
づ
や
木
く
づ
な
ど

ま
た
原
料
い
も
に
黒
斑
病
が
あ

が
入
ら
な
い
よ
う
充
分
注
意
し

る
と
毒
に
な
る
か
ら
そ
の
部
分

て
下

さ

い

。

を

必

ず

削

っ

て
下
さ
い
。

材
料
が
で
き
た

ら

詰

め

こ

み

以

上
の
よ
う
に
収
穫
し
た
甘

に
か
か
り
ま
す。

ま
ず
底
に
切

藷
に
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
よ
る
サ

イ

り
わ
ら
を
し
き、

次
に
削
り
甘

レ
l

ヂ
に
し
て
家
蓄
飼
料
に
利

藷
に
磁
を
よ
く
ま
ぶ
し
た
も
の
用
し
て
下
さ
い
。

ξssミ
S
ミ
義
おど
さ
ミ
ミさおを

s
ssssbswsssミおおいミ凶

年
扇
谷
一
郎
、
え
旗
智
理

「
か
ぼ
ち
ゃ
日
記
」
本
江
小

四
年
小
坂
秀
和

「
つ
ば
め

の
か
ん
さ
つ
」
加

積
小
、
三
年
伊
藤
紀
代
美

「
宮
山
県
の
川
原
の
石
集
め
」

加
積
小
、
六
年
宮
田
小
夜
子

「
ヒ
メ
ダ
カ
・
カ
エ
ル
の
発

生
の
観
察
」
西
中
、
三
年

堺
雅
晴

「
食
物
は
酵
素
の
働
き
に
よ

り
胃
や
腸
で
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
か
」
西
中
、
一

年
、
高
月
啓
子

// 。， H // // // // 。 。 十
実

0登録料金 分し こる生0後び 0なお 次のと 第こ。古 研 一誘「 年 十 // ー卜 // イー 点Y イー 十 。 十月

川 仁川 究 蛾燈 北 六 五
九日 七

月 まと三犬ぉ 犬
上」条 日 日 日 日

日

子涼一西に淑
一|午前=、ゴ今-43秋二t 一|午前 三、午後

ニ一E下島中午前ブ上I 
二時T」加積Z前一2Fl 0函三経回、i寺後一

日寺、布施 集子
、。る

。藤 小虫
時上O 

Q1室長協前皇i 堕張所松倉出Q 

01 間

っ し 昭手口 、 犬登
入井由 豊l問i青年六、 気象と

方張所野出

ケ 4屯.勿円 三 突が三五は 病録
H邑4 。 張所出 0。で円 は つ 十 一一

佳。 ペ7

犬いは 、れけら度ご年 びおよ所者有 三』去，- c し月?
住~ムじー，

切「EんF賞良本山グ森方子 子美 所

本江小」り 枝一沢田。、地蕪谷元グ
市内|日 上野方

鹿開)会( 北挫山鹿熊U 倉ハ松北 島下中 上島中 区

積加 経回. 
獲処捕 受けを よ 下てさ 方』官. 円 円 1心

下，烏
天神

五 美和子 。
、

ケ

古 古 域
し、

付

寄

八

O
三
円本

新
日
カ
工
場
内

保
安
課
代
表
者

・
喜
多
直
澱

(
拾
得
に
当
り
援
護
金
と
し

て
寄
付
)

七
七
五
円新

境
屋
町

一
六

中

島

岩

。。
田円
方

f羽ITIT

ノ，、
T:r 

91=1の人口動揺「
世帯数 9.045位帯
人口 46.691人
出 生 24人
苑亡 1人
婚姻 5件
離 婚 1件

同
剛
幽毎

エ
日

給
制
刷+

E
I
l
 

‘V
1
4
 

二
十
七
日
か
ら
読
書
週
間

正

い
よ
い
よ
読
書
の
秋
に
な
り

ま
し
た
。
こ
と
し
も
読
書
週
間

が
全
国

一
斉
に
十
月
二
十
七
日

か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

市
立
図
書
館
で
も
こ

の
週
間

に
ち
な
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
の
催

し
を
開
く
と
と
も
に
新
刊
書
も

多
数
整
理
の
上
、
皆
さ
ん
の
御

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

主
な
催
し
も
の

読
書
週
間
ポ
ス
タ

ー
展

読
書
感
想
文
の
募
集

(
市
内
小
、
中
学
校
生
)

紙
芝
居
、

童
話
の
会

レ
コ

ー
ド
コ
ン
サ

ー
ト

新
刊
紹
介

書

名

著

名

猿
と
放

下

師

村

上

元

三

馬
賊
芸

者

火

野

葦

平

砂
漠
の
花
一

巻

平

林

た
い
子

。

ニ

巻

。

非
情
の
庭

樋

口

茂

子

皇

后

狂

笑

柴

田

錬

三

郎

:
武

蔵

父

子

海

音

寺
湖
五
郎

一一
白
浪

庵

物

語

井

上

友

一

郎

伸一
戦
国
武
将
録

・
中
山

義
秀

一

葵

獅

子

下

村

上

元

三

幻

燈

大

仏

次

郎

眠
狂
四
郎
無
頼
押
四柴

田
錬
三
郎

お
吟
さ
ま

今

東

光

射
程

井

上

靖

そ
れ
か
ら
の
武
球
一

}
六
巻

小
山

勝
清

原
田

康
子

士
口敏

挽
歌


